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※今後の活用事例（取組み中）

『とちぎインフラDX構想』(令和5
年3月策定)の取り組みである河川
区域図のデジタル化を実現した。

【今までは．．．】
紙の河川区域図を開いて必要な
箇所を探しコピーして使ってい
た。

【デジタル化作業】
◯ジオリファレンス：スキャニング
した紙図面を、GIS上で背景図に重ね
合わせ
◯閲覧システム：国土地理院の航空
写真や地理院地図・栃木県のオルソ
画像などを背景とし、『河川区
域』・『保全区域』のラインを表示
◯機能：住所検索にも対応
◯動作環境：特定のソフトウェアに
依存せずスムーズに描画可能

表紙や図面が
ボロボロであ
る。

変更した箇所は
紙が張り合わせ
ていたり、情報
が直接手書きで
メモされており、
劣化も激しい。

閲覧システムを構築

地理院地図に
ジャンプできる。
簡易横断も作成
可能。その他、
グーグルマップ
にもリンク。

画面クリックで
既存図面PDFを
閲覧印刷可能

毎年実施している堤防等河川施
設点検の結果や災害査定箇所の
情報などを地図情報にインプッ
トして河川管理システムとして
の可能性を実証研究中である。
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リモートセンシング技術を活用した
地籍調査

リモートセンシング技術を活用した
用地測量

現在位置の判
別が可能

高齢等で山に登れない地
権者などにタブレットに
より説明した。事故防止
や害虫対策などに繋がる。

航空レーザ測量成果を利用して赤色立体地図を
作成。地図上に境界推定線を引き重ね図を作成

KMLファイルに変換し
てiPadにインポート。
現場で使用する。

リモセンデータから作成した微地形表現図、林層識
別図、樹高分布図を基礎データとし、筆界案を作成

微地形表現図
(尾根・谷の形状による筆界把握)

樹高分布図
(植樹年度による筆界把握)

林層識別図
(樹種の違いによる筆界把握)

集会所で筆界案をもとに境界確
認を実施することにより、作業
負担や事故のリスクを軽減


